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９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
令
和
２
年
度
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
は
、
い
ま
だ
収
束
が
見
え
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
「
感
染
症
」）
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
市
民
生
活
に
著
し
い
影
響
が
出
る
な
ど
、

非
常
に
大
変
な
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
市
で
は
感
染
拡
大
防
止
や
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
支
援
、
地
域
経
済

の
維
持
・
活
性
化
な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
第
七
次
天
童
市
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
た
各
種
施
策
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
市
の
基
本
と
な
る
会
計
で
あ
る
一
般
会
計
、
特
定
の
事
業
に
つ
い
て
区
分
し
て
経
理
し
て
い
る
特
別
会

計
、
独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
企
業
会
計
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
２
年
度

決
算
報
告

一般会計
歳　　入
377億988万円

（102億8140万円増）

一般会計
歳　　入
377億988万円

（102億8140万円増）

分担金及び負担金、使用料及び
手数料、寄附金、繰越金など
75億8936万円(20.1%)
（19億3204万円増）

その他
2億2475万円(0.6%)
（1834万円減）

市税
 86億1372万円(22.8%)
（1億573万円減）

地方譲与税
2億1025万円(0.6%)
（234万円増）

地方消費税交付金
13億9097万円(3.7%)
（2億4683万円増）

県支出金
24億9923万円(6.6%)
（5億7962万円増）

市債
18億8630万円(5.0%)
（1530万円増）

国庫支出金
114億9032万円(30.5%)
（75億6093万円増）

地方交付税
38億498万円(10.1%)
（6841万円増）

自
主
財

42.9
％

源

依
存
財

57.1
％

源

歳 入 一
般
会
計

市税の内訳
構成比決 算 額区　分

32.5％27億9573万円個人
市民税

7.6％6億5605万円法人

46.0％39億5824万円固定資産税

2.6％2億2678万円軽自動車税

4.7％4億869万円市たばこ税

0.2％1568万円入湯税

6.4％5億5255万円都市計画税

100.0％86億1372万円合　　計

市税の推移
（億円）
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５
７
万
円

H29

84
億
７
９
４
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億
１
９
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５
万
円
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86
億
１
３
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万
円

H30

85
億
３
９
７
１
万
円

市
税

億
１
３
７
２
万
円

86

前
年
度
に
比
べ
て
１
億
５
７
３
万
円

減
少
し
ま
し
た
。
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
法
人
市
民
税
や
入
湯
税
な
ど
が
減
少

し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

国
庫
支
出
金

１
１
４
億
９
０
３
２
万
円

前
年
度
に
比
べ
て

億
６
０
９
３
万

75

円
増
加
し
ま
し
た
。
感
染
症
対
策
と
し

て
１
人

万
円
支
給
さ
れ
た
特
別
定
額

10

給
付
金
給
付
費
補
助
金
が
主
な
増
加
の

要
因
で
す
。

市
債

億
８
６
３
０
万
円

18

前
年
度
に
比
べ
て
１
５
３
０
万
円
増

加
し
ま
し
た
。
前
年
度
に
引
き
続
き
大

規
模
な
施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
要
因
で
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
含
む
寄
附
金

億
４
２
３
１
万
円

25

前
年
度
に
比
べ
て
７
億
１
９
０
１
万

円
増
加
し
ま
し
た
。

歳
入
全
体
と
し
て
は
、
前
年
に
比
べ

て
１
０
２
億
８
１
４
０
万
円
増
加
し
、

３
７
７
億
９
８
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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主　な　事　業科目

特別定額給付金の支給 62億80万円

総務費 ふるさと納税推進事業 10億8015万円

シティプロモーション推進事業 3724万円

児童手当支給事業 9億5848万円

民生費

児童扶養手当支給事業 2億4730万円

子育て支援医療給付事業（18歳までの
医療費完全無料化） 3億466万円

私立保育所事業 11億6305万円

認定こども園事業 7億9307万円

地域型保育事業 2億9804万円

放課後児童クラブ事業 5億5068万円

介護福祉施設支援事業 3105万円

障がい者地域生活支援事業 5631万円

障がい者自立支援給付事業 7億6221万円

障がい児通所支援給付事業 3億4935万円

生活保護事業 5億8222万円

公民館管理運営事業 5億2219万円

教育費

小学校管理事業 4億9923万円

小学校教育振興事業 3億2148万円

中学校管理事業 1億3803万円

中学校教育振興事業 1億5849万円

商工業金融対策事業 13億7040万円
商工費

天童高原施設管理運営事業 6192万円

地方道路新設改良事業 3億8936万円

土木費

道路管理事業 7億7754万円

天童古城地区整備事業 1億4213万円

公園管理事業 2億6128万円

除排雪委託事業 4億5171万円

ごみ・し尿収集処理事業 3億3244万円

衛生費 定期予防接種事業 1億3236万円

健康増進対策事業 9206万円

消防団活動事業 1億1803万円

消防費 常備消防活動事業 2984万円

消防施設整備事業 5281万円

農用地整備事業 1億3353万円

農林水
産業費

農業担い手確保・支援事業 4829万円

果樹振興事業 2510万円

森林情報館管理運営事業 4259万円

令和２年度一般会計の歳入と歳出

歳入　377億　988万円
歳出　355億6995万円

一般会計歳出一般会計歳出
355億6995万円
（96億137万円増）

総務費
109億3952万円（30.7%）

  （73億5850万円増）

商工費
27億3631万円（7.7%）

  （8億9074万円増）

教育費
36億7023万円（10.3%）

  （8億4215万円増）

土木費
26億9663万円（7.6%）

  （1億6449万円増）

公債費
22億3165万円（6.3%）

  （1485万円増）

衛生費
14億8659万円（4.2%）
（3180万円増）

農林水産業費
6億4638万円（1.8%）
（8685万円増）

議会費
2億4156万円（0.7%）
（289万円減）

労働費
5162万円（0.1%）（1800万円増）

災害復旧費
587万円（0.0%）（587万円増）

民生費
101億6587万円（28.6%）

  （2億2010万円増）

消防費
6億9772万円（2.0%）
（2909万円減）

歳 出

を
行
っ
た
ほ
か
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
の
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

や
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

商
工
費

億
３
６
３
１
万
円

27

前
年
度
に
比
べ
て
８
億
９
０
７
４
万

円
増
加
し
ま
し
た
。
感
染
症
対
策
と
し

て
実
施
し
た
観
光・飲
食
業
な
ど
の
事
業

者
へ
の
支
援
金
の
支
給
や
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業
、
資
金
融
資
を
受
け
た

中
小
企
業
に
対
す
る
利
子
補
給
や
保
証

料
補
給
な
ど
が
増
加
の
主
な
要
因
で
す
。

土
木
費

億
９
６
６
３
万
円

26

前
年
度
に
比
べ
て
１
億
６
４
４
９
万

円
増
加
し
ま
し
た
。
市
道
の
新
設
改
良

や
維
持
管
理
な
ど
の
ほ
か
、天
童
公
園
も

み
じ
園
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

近
年
に
な
い
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
、

除
雪
に
多
大
な
経
費
を
要
し
ま
し
た
。

歳
出
全
体
と
し
て
は
、
前
年
に
比
べ

て

億
１
３
７
万
円
増
加
し
、
３
５
５

96
億
６
９
９
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
費

１
０
９
億
３
９
５
２
万
円

前
年
度
に
比
べ
て

億
５
８
５
０
万

73

円
増
加
し
ま
し
た
。
感
染
症
対
策
と
し

て
１
人

万
円
支
給
さ
れ
た
特
別
定
額

10

給
付
金
が
主
な
増
加
の
要
因
で
す
。ま
た
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
大
幅
な
増
加

を
受
け
返
礼
品
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

か
か
る
経
費
な
ど
が
増
加
し
ま
し
た
。

民
生
費

１
０
１
億
６
５
８
７
万
円

前
年
度
に
比
べ
て
２
億
２
０
１
０
万

円
増
加
し
ま
し
た
。
認
定
こ
ど
も
園
等

整
備
事
業
へ
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
保
育
施
設
や
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
な
ど
の
感
染
症
対
策
を
実
施
し
た
ほ

か
、
子
育
て
世
帯
や
感
染
症
の
影
響
が

大
き
い
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
給
付
金
の

支
給
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
費

億
７
０
２
３
万
円

36

前
年
度
に
比
べ
て
８
億
４
２
１
５
万

円
増
加
し
ま
し
た
。
天
童
南
部
小
の
プ

ー
ル
改
修
や
市
立
山
口
公
民
館
の
改
築
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特
別
会
計

【給付金の支給事業】
62億80万円ಛผఆֹڅۚͷڅࢧ

4000万円৽ੜࣇಛผڅۚͷڅࢧ

【コロナ禍における生活支援】
615万円ॅ֬ډอڅۚͷڅࢧ

101万円ͻͱΓΒ͠ऀྸߴٸۓ๚ۀࣄ

292万円ֶॅࡏ֎ݝੜͷ৯ͷࢧԉۀࣄ

1821万円ࠃຽ݈߁อݥ੫ɺհޢอݥྉɺऀྸߴظޙҩྍอݥ
ྉͷݮ໔

217万円৯ͷࢧԉۀࣄ

1143万円ऀྸߴΠϯϑϧΤϯβ༧छඅ༻ॿۀࣄ

【感染症防止対策】
9243万円ࢢிࣷɺֶߍɺอҭࢪઃͷײછࢭରࡦ

2億4802万円৽ੜ༷ࣜ׆ʹରԠͨ͠ϦϑΥʔϜɺઃඋಋೖͷ
ԉࢧ

【子育て世帯への支援】
1億6702万円ࢠҭͯੈଳͷڅۚͷڅࢧ

1億2445万円ͻͱΓੈଳͷڅۚͷڅࢧ

3128万円อҭྉͷฦؐٴͼอҭࢪઃͷ։ॴࢧԉͳͲ

【事業者支援及び経済対策】
2億6294万円ޫ؍ɾҿ৯ۀͷࢧԉۚͷڅ

503万円ఱಐԹઘധ·ͬͯԉΩϟϯϖʔϯࢧԉۀࣄ

3億3554万円ϓϨϛΞϜ݊ۀࣄ

9473万円ۀৼۚࢿڵརٴڅิࢠͼอূྉิڅ

1930万円ޏ༻ௐॿۚਃิߦॿۚͷڅࢧ

【GIGAスクール構想の実現に関する整備事業】

5億2117万円ࣇಐੜెҰਓ̍ͷλϒϨοτඋٴͼωοτ
ϫʔΫڥͷඋ

感
染
症
対
策
に
要
し
た
経
費
や
主
な

事
業
に
つ
い
て
は
ỏ
下
表
の
と
お
り
で

す
Ố最

も
大
き
い
の
が
１
人

万
円
支
給

10

さ
れ
た
特
別
定
額
給
付
金
の

億

万

62

80

円
で
す
Ố
そ
の
ほ
か
ỏ
子
育
て
世
帯
や

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
給
付
金
の
支
給
な

ど
の
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
が
約
３
億

２
０
０
０
万
円
ỏ
観
光
・
飲
食
業
な
ど

へ
の
支
援
金
の
支
給
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
ỏ
商
工
業
振
興
資
金
利
子

補
給
金
お
よ
び
保
証
料
補
給
ỏ
天
童
温

泉
泊
ま
ỳ
て
農
援
キ
Ỿ
ン
ペ
ồ
ン
支
援

事
業
な
ど
の
事
業
者
支
援
や
経
済
対
策

が
８
億
円
ほ
ど
か
か
り
ỏ
感
染
症
対
策

の
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
Ố
ま
た
ỏ

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
ỏ
住
居

確
保
給
付
金
の
支
給
や
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
等
緊
急
訪
問
事
業
ỏ
県
外
在
住

の
学
生
や
生
活
困
窮
者
へ
の
食
の
支
援

事
業
な
ど
ỏ
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
方
へ
の
対
策
を
実

施
し
ま
し
た
Ố

こ
の
結
果
ỏ
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
事
業

に
要
し
た
経
費
は
ỏ
総
額
約

億
円
と

83

な
ỳ
て
い
ま
す
Ố
国
ỏ
県
か
ら
の
交
付

金
ỏ
補
助
金
に
市
が
独
自
に
上
乗
せ
す

る
な
ど
し
て
ỏ
感
染
症
対
策
を
積
極
的

に
行
い
ま
し
た
Ố

感
染
症
対
策
に
要
し
た

経
費
や
主
な
事
業

病
院
事
業
ỏ
工
業
団
地
整
備
事
業
が

前
年
度
よ
り
増
加
し
た
も
の
の
ỏ
一
般

会
計
や
水
道
事
業
ỏ
公
共
下
水
道
事
業

の
市
債
に
つ
い
て
は
前
年
度
よ
り
減
少

し
ま
し
たớ
Ｂ
ỜỐ
こ
の
結
果
ỏ
市
債
残

高
の
合
計
は
ỏ
前
年
度
に
比
べ
て
８
４

１
４
万
円
減
少
し
ỏ
４
０
４
億
１
５
６

６
万
円
と
な
り
ま
し
た
Ố

財
政
の
力
強
さ
を
示
す
財
政
力
指
数

は
ỏ
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
加
な
ど

に
よ
ỳ
て
向
上
し
ま
し
た
Ố

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は
ỏ
市
税
の
減
少
や
補
助
費
の

増
加
な
ど
に
よ
り
数
値
が
や
や
増
加
し

ま
し
たớ
Ｃ
ỜỐ

市
債
に
関
す
る
指
標
で
あ
る
実
質
公

債
費
比
率
は
ỏ
数
値
が
減
少
し
ỏ
将
来

負
担
比
率
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
算
定

さ
れ
ず
ỏ
健
全
財
政
を
堅
持
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
たớ
Ｄ
ỜỐ

ま
た
ỏ
実
質
赤
字
比
率
ỏ
連
結
実
質

赤
字
比
率
お
よ
び
各
企
業
会
計
の
資
金

不
足
比
率ớ
Ｅ
・
Ｆ
Ờに
つ
い
て
も
算
定

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
Ố
こ
れ
は
ỏ
一
般

会
計
ỏ
特
別
会
計
ỏ
企
業
会
計
が
黒
字

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
Ố

全
会
計
の
市
債
残
高
は
減
少

将
来
負
担
を
軽
減
し
ỏ

健
全
財
政
を
堅
持

特
別
会
計
は
ỏ
特
定
の
収
入
・
支
出

を
一
般
会
計
と
切
り
離
し
て
独
立
し
て

行
わ
れ
る
会
計
で
そ
れ
ぞ
れ
使
い
道
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
Ố

本
市
に
お
け
る
ỏ
特
定
の
事
業
を
実

施
す
る
た
め
の
七
つ
の
特
別
会
計
は
ỏ

全
て
黒
字
と
な
ỳ
て
い
ま
すớ
Ａ
ỜỐ
主

な
も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
Ố

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
ỏ
歳
入

の
う
ち
保
険
税
が

億
４
９
９
６
万
円

12

で
前
年
度
に
比
べ
て
３
・
９
ἑ
減
少
し

ま
し
た
Ố
歳
出
で
は
ỏ
保
険
給
付
費
が

億
４
２
１
４
万
円
で
３
・
９
ἑ
減
少

41し
ま
し
た
Ố

介
護
保
険
特
別
会
計
は
ỏ
歳
入
の
う

ち
保
険
料
が

億
６
１
６
５
万
円
で
前

12

年
度
に
比
べ
て
０
・
６
ἑ
減
少
し
ま
し

た
Ố
歳
出
で
は
ỏ
保
険
給
付
費
が

億
48

９
５
０
９
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

１
・
５
ἑ
増
加
し
ま
し
た
Ố

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
ỏ
歳

入
の
う
ち
保
険
料
が
５
億
８
１
８
３
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
て

・
５
ἑ
増
加

10

し
ま
し
た
Ố
歳
出
で
は
ỏ
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
が
７
億
１

５
６
４
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

・
10

０
ἑ
増
加
し
ま
し
た
Ố

工
業
団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
で
は
ỏ

山
口
西
工
業
団
地
の
用
地
分
譲
ỏ
南
側

区
画
の
造
成
工
事
を
行
い
ま
し
た
Ố

新型コロナウイルス感染症対策に要した経費や主な事業
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Ｂ　各会計の市債残高の推移

工業団地 水道

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

一般会計 下水道 病院

（億円）

（年度）R２R１H28 H29 H30

222

115

19
25

23
27

135

2

239

27

429億
1675万円
429億
1675万円 416億

5004万円
416億
5004万円

416億
5019万円
416億
5019万円

412億
5707万円
412億
5707万円

404億
1566万円
404億
1566万円

135

2626
2

239

26

131

0

235

26

131

2424
0

235 224

120

19
26

23

226

127

16
23

24

Ａ　各会計決算総括表

ʢ୯Ґɿສԁʣ

前年度対比（％）令 和 元 年 度令 和 ２ 年 度区　分

会　計
歳出
Ｂ－Ｄ
Ｄ

歳入
Ａ－Ｃ
Ｃ

差引き
Ｃ－Ｄ

歳出
Ｄ

歳入
Ｃ

差引き
Ａ－Ｂ

歳出
Ｂ

歳入
Ａ

����������ԯ�������ԯ�������ԯ������ԯ�������ԯ�������ԯ���一 般 会 計
�������ԯ�������ԯ������ԯ�����ԯ�������ԯ�������ԯ����特 別 会 計

▲ 0�80�61億639362億45463億68472億533261億531364億645国民健康保険
170�030�71983022821781298用 地 買 収
▲ 13�8▲ 2�666871537475149財 産 区

3�02�92億845554億702557億54802億888756億339759億2284介 護 保 険
100�014�7666157823630314944市 民 墓 地
12�112�020236億94467億146922087億78578億65後期高齢者医療
43�043�7983億30213億31193554億72254億7580工業団地整備事業
����������ԯ�������ԯ�������ԯ�����ԯ�������ԯ�������ԯ����合 計

Ｆ　資金不足比率（企業会計）
४ྩ໊̎ɹɹɹশجӦ݈શԽܦ

20�0̀ʕఱ ಐ ࢢ ຽ ප Ӄ ࣄ ۀ ձ ܭ
20�0̀ʕਫ ಓ ࣄ ۀ ձ ܭ
20�0̀ʕެ ڞ Լ ਫ ಓ ࣄ ۀ ձ ܭ

財政力指数とは…
ɹඪ४తͳߦΛ͏ߦ߹ʹඞཁͳҰൠֹݯࡒʢج
४ࡒधཁֹʣͷ͏ͪɺͲͷఔํ੫ͷऩೖ
ʢج४ࡒऩೖֹʣͰ·͔ͳ͑Δ͔Λ͍ࣔͯ͠·͢ɻ
͕̍Λ͑Δͱී௨ަ੫ͷෆަஂମࢦྗࡒ
ͱͳΓ·͢ɻ

経常収支比率とは…
ɹํެஂڞମͷࡒߏͷྗੑΛද͓ͯ͠Γɺ
ਓ݅අɺැॿඅɺެ࠴අͳͲͷܦৗతͳܦඅʹɺ
ํ੫ɺํަ੫ɺํৡ༩੫ͳͲͷܦৗతͳऩೖ
͕Ͳͷఔॆ͞Ε͍ͯΔ͔ΛൺͰ͍ࣔͯ͠·͢ɻ

？ 用 語 解 説
健全化判断比率とは…
ɹࡒ݈શԽ๏ʹఆΊΔࡒࢦඪͰɺᶃ࣮࣭ࣈൺ
ɺᶄ࿈࣮࣭݁ࣈൺɺᶅ࣮࣭ެ࠴අൺɺᶆক
དྷෛ୲ൺͷ͕̐ͭ͋Γ·͢ɻํެஂڞମͷࡒ
ͷૣ݈ظશԽ࠶ੜͷඞཁੑΛஅ͢ΔࡐྉʹͳΓ
·͢ɻ

資金不足比率とは…
ɹެӦۀاձܭͷۚࢿෆֹͷنۀࣄʹର͢Δൺ
Ͱ͢ɻ20ɲ Ҏ্ͰܦӦ݈શԽஂମͱͳΓɺެӦا
Ӧͷ݈શԽʹऔΓ·ͳ͚ΕͳΓ·ͤΜɻܦͷۀ

Ｃ　財政指数
ྩݩྩ̎

ࡒ0�6990�703  ྗ ࢦ 
ൺࢧৗऩܦ89�2̀89�9̀

Ｄ　健全化判断比率
શԽͷ݈ʹظૣ
ର͕ࡦඞཁͳج४ྩݩྩ̎

12�86�ʕʕ࣮࣭ࣈൺ
17�86�ʕʕ࿈࣮࣭݁ࣈൺ
අൺ࠴25�0�4�8̀4�4࣮࣭̀ެ
350�0�ʕʕকདྷෛ୲ൺ

Ｅ　資金不足比率（特別会計）
ྩ໊̎ɹɹɹশݩ४ྩجӦ݈શԽܦ

20�0̀ʕʕஂۀඋۀࣄಛผձܭ



令
和
２
年
度
は
、
前
年
度
と
比
べ
、
入
院
患

者
数
が
１
１
６
３
人
増
加
し
ま
し
た
が
、
外
来

患
者
数
が
６
９
３
２
人
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、

全
体
の
患
者
数
は
５
７
６
９
人
減
少
し
ま
し
た
。

収
益
的
収
支
で
は
、
外
来
や
健
診
な
ど
の
収

益
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

て
医
業
収
益
は
１
２
４
３
万
円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
が
、
全
体
の
事
業
収
益
で
は
、
入
院
収

益
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
７

０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
一
方
、
事
業
費
用

に
つ
い
て
は
、
給
与
費
や
報
償
費
な
ど
が
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
６
０
１

７
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
支
で
は
、
収
入
お
よ
び
支
出
の
合

計
が
３
億
５
６
０
４
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

て
１
億
６
４
５
３
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
な
お
、

そ
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
収
入
は
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
の
更
新
な
ど
に
伴
う
企
業
債
が
、
支

出
は
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
な
ど
に
係

る
建
設
改
良
費
が
増
加
し
た
こ
と
が
主
な
要
因

で
す
。

そ
の
結
果
、
令
和
２
年
度
の
病
院
経
営
は
、

経
常
収
支
比
率
が
１
０
８
・
８
㌫
、
収
益
的
収

支
の
純
利
益
が
１
億
９
１
８
８
万
円
（
税
込

み
）
と
な
り
、
６
年
続
け
て
黒
字
経
営
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
安
全
・
安
心
な
医
療
を
提
供
す
る

た
め
、
医
療
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

経
営
の
健
全
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

企
業
会
計

天
童
市
民
病
院
事
業
会
計
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病院事業資本的収入および支出（税込み）
ྩݩྩ̎

1億9151万円3億5604万円ࢿຊతऩೖ

1億7684万円1億4653万円ɹҰൠձܭෛ୲ۚ

1100万円1億7500万円ɹ࠴ۀا

367万円3451万円ɹิॿۚ

1億9151万円3億5604万円ࢿຊతࢧग़

2187万円2億2537万円ɹݐઃվྑඅ

1億6964万円1億3067万円ɹ࠴ۀاঈؐۚ

0円0円ࠩҾ͖

病院事業収益的収入および支出（税込み）
ྩݩྩ̎

18億9443万円19億143万円පӃۀࣄऩӹ

14億7508万円14億6265万円ɹҩۀऩӹ

4億1935万円4億3086万円ɹҩۀ֎ऩӹ

792万円ɹಛผརӹ

17億6972万円17億955万円පӃۀࣄඅ༻

17億964万円16億4607万円ɹҩۀඅ༻

6008万円5556万円ɹҩۀ֎අ༻

792万円ɹಛผଛࣦ

1億2471万円1億9188万円ࠩҾ͖

入院・外来患者数の推移

０

１万

２万

３万

４万

５万

６万

７万

８万

９万

年間入院患者数 年間外来患者数

（人）

（年度）
R1

2万
581

6万
1772

8万
2353
8万
2353

2万
5565

5万
6008

8万
1573
8万
1573

H30

2万
4661

5万
8116

8万
2777
8万
2777

H28

2万
1105

5万
8537

7万
9642
7万
9642

H29 R2

2万
6728

4万
9076

7万
5804
7万
5804



令
和
２
年
度
の
水
道
事
業
に
お
い
て
、

収
益
的
収
支
で
は
、
営
業
外
収
益
と
営

業
費
用
が
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

令
和
２
年
度
の
退
職
者
が
い
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
負
担
金
や
退
職
給
付
費
の

減
少
が
主
な
要
因
で
す
。
資
本
的
収
支

で
は
、
収
入
は
、
企
業
債
の
借
り
入
れ

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
減
少
し
ま
し
た
。

支
出
は
、
工
事
請
負
費
が
減
少
し
た
こ

と
か
ら
建
設
改
良
費
が
減
少
し
ま
し
た
。

な
お
、
７
億
４
３
８
５
万
円
の
収
支
不

足
が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
収
益
的
収
支

の
減
価
償
却
費
な
ど
の
留
保
資
金
で
補

填
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
公
共
下
水
道
事
業
に

お
い
て
、
収
益
的
収
支
で
は
、
雨
水
事

業
の
所
管
換
え
に
よ
り
他
会
計
負
担
金

が
増
加
す
る
な
ど
し
て
営
業
収
益
が
増

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
豪
雨
災
害

の
復
旧
作
業
な
ど
に
よ
り
営
業
費
用
が

増
加
し
ま
し
た
。
資
本
的
収
支
で
は
、

管
渠
築
造
工
事
や
管
渠
更
生
工
事
な
ど

に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
収
入

は
、
企
業
債
の
借
り
入
れ
に
よ
り
増
加

し
、
支
出
は
、
工
事
量
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。
な
お
、
７
億

５
５
０
０
万
円
の
不
足
が
生
じ
て
い
ま

す
が
、
収
益
的
収
支
の
減
価
償
却
費
な

ど
の
留
保
資
金
で
補
填
し
て
い
ま
す
。

経
営
の
健
全
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

公
共
下
水
道
事
業
会
計

か
ん
き
ょ

てんどう 2021.11.17

献
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
献

こ
の
よ
う
に
、
令
和
２
年
度
は
、
一

般
会
計
や
特
別
会
計
で
は
黒
字
の
決
算

に
な
る
と
と
も
に
、
企
業
会
計
に
つ
い

て
も
資
金
不
足
が
生
じ
な
い
な
ど
、
全

般
的
に
健
全
財
政
の
堅
持
に
努
め
ま
し

た
。感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
市
税
収
入

が
や
や
減
少
し
ま
し
た
が
、
国
庫
支
出

金
や
基
金
な
ど
を
活
用
し
さ
ま
ざ
ま
な

感
染
症
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、

第
七
次
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
た
各

種
施
策
に
取
り
組
み
、
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
費
や
社
会
保

障
関
係
経
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
市

の
財
政
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
く
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

今
後
と
も
、
財
政
の
健
全
化
に
留
意

し
て
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
財
政
運
営

に
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
な
施
策
へ

の
重
点
化
な
ど
を
行
い
な
が
ら
持
続
可

能
な
財
政
運
営
の
堅
持
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

●
問
合
せ

該
市
財
政
課

（
緯

局
１
１
１
１
内
線

）

654

342

該
天
童
市
民
病
院

（
緯

局
２
５
１
１
）

654

該
市
上
下
水
道
課

（
緯

局
１
１
１
１
内
線

）

654

442

公共下水道事業収益的収入および支出（税込み）
令和元年度令和２年度
15億8238万円17億1069万円下水道事業収益
11億3925万円11億6954万円　営業収益
4億4313万円5億4115万円　営業外収益
15億1593万円15億4163万円下水道事業費用
12億6334万円13億781万円　営業費用
2億5258万円2億3344万円　営業外費用

1万円38万円　特別損失
6645万円1億6906万円差引き

公共下水道事業資本的収入および支出（税込み）
令和元年度令和２年度
6億5787万円7億3861万円資本的収入
2億9950万円3億7960万円　企業債
2億2698万円2億2014万円　他会計出資金
8635万円1億247万円　国庫補助金
4504万円3640万円　負担金

13億7597万円14億9067万円資本的支出
4億1714万円5億4328万円　建設改良費

0円194万円　固定資産取得費
9億5883万円9億4545万円　企業債償還金
▲7億1810万円▲7億5500万円差引き

※差引きは、資本的収入のうち令和３年度に繰越される
294万円を除く。

水道事業収益的収入および支出（税込み）
令和元年度令和２年度
16億4301万円16億5059万円水道事業収益
14億5649万円14億8191万円　営業収益
1億8652万円1億6868万円　営業外収益
13億560万円13億1872万円水道事業費用
12億5925万円12億5528万円　営業費用

4634万円6326万円　営業外費用
1万円18万円　特別損失

3億3741万円3億3187万円差引き

水道事業資本的収入および支出（税込み）
令和元年度令和２年度
5億2346万円3844万円資本的収入
2129万円1895万円　加入金

4億8640万円0円　企業債
1577万円1690万円　負担金

0円259万円固定資産売却代金
9億6929万円7億8229万円資本的支出
8億2544万円6億3375万円　建設改良費

75万円194万円　固定資産取得費
1億4310万円1億4660万円　企業債償還金
▲4億4583万円▲7億4385万円差引き
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